
１　特筆すべき土坑

ここでは、現場あるいは整理作業での検討の結果、

他の遺構へ変更が考えられる土坑や類例の少ない特

殊な土坑について述べていく。

「墓坑」「陥穴」「住居に関連する土坑」「竪穴遺構」

「特殊な土坑」の５項目を立て、概要とともに全体図

の抜粋や一覧表を掲載していくので参照していただ

きたい。

（１）墓坑

横壁中村遺跡において、墓坑の可能性の高い土坑

は37基を数える。そのうち、称名寺式が３基、堀之

内式期が11基、加曽利Ｂ式が６基と主に後期を中心

とし、19区、20区、29区で数多く検出されている。

29区は面積の少ない調査区だが、７基の墓坑の可

能性の高い土坑が検出されている。同調査区西側に

は縄文後期後半を中心とする配石墓群が検出されて

おり、今回報告する土坑とともに、墓域を形成する

ものと考えられる。
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ここでは、墓坑となる可能性の高い18区212号土

坑・213号土坑、19区289号土坑の３基について、

その詳細を記していく。

18区212号土坑

位　置 X・Y－８・９

重　複 なし

遺　構 平面形状は楕円形、断面形状は円筒状。規

模は、長径157×短径88×深55㎝。方位はN19°W。

土坑の南側には、完形の堀之内２式の土器がほぼ正

位の状態で出土。

遺　物 堀之内２式１点。

時　期 堀之内２式期。

18区213号土坑

位　置 W・X－11

重　複 なし

遺　構 平面形状は楕円形、断面形状はすり鉢状。

規模は、長径189×短径113×深42㎝。方位はN

９°W。土坑の南側には、堀之内１式の土器が２点、

ほぼ並列した状態で出土。

遺　物 堀之内１式２点。

時　期 堀之内１式期。

19区289号土坑

位　置 X－14

重　複 19区32号住居

遺　構 平面形状は円形、断面形状は円筒状。規模

は、長径134×短径121×深57㎝。土坑中央には、

加曽利Ｅ４式の土器が、横倒しに潰れた様な状態で

出土。土器底部はなく、平らに打ち欠かれていたと

考えられる。

遺　物 加曽利Ｅ４式１点。

時　期 加曽利Ｅ４式期。
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第217図　19区 289号土坑（墓坑）

19区 289号土坑

19区 289号土坑遺物出土状況（南西から）

１　特筆すべき土坑
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第218図　18区 212・213号土坑（墓坑）
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18区 212号土坑遺物出土状況（北から）

18区 213号土坑遺物出土状況（西から）

18区 212号土坑

18区 213号土坑



１　特筆すべき土坑

第219図　墓坑全体図



（２）陥穴

横壁中村遺跡において、陥穴の可能性が高い土坑

は３基を数える。すべて20区の東側、なだらかに傾

斜した斜面地に点在している。長軸方向は、東西方

向から南北方向まであり、統一感はない。時期や目

的の異なる陥穴の可能性も考えられる。また、土坑

の中には、逆茂木を打設または埋め込んだと推定さ

れる小ピットが伴う事例も見られる。

20区には縄文時代中期後半から後期前半の大規

模な集落が見られる。集落と陥穴とが比較的近接し

ており、後期の陥穴２基と集落とがどの様に存在し

ていたのかは現状では不明瞭である。時期も含め、

後期住居の報告の際、検討したいと考

えている。

ここでは、20区223号土坑につい

て、その詳細を記していく。

20区223号土坑

位　置 T－12

重　複 20区９号焼土

遺　構 平面形状は楕円形、断面形状は円筒状を呈

する。規模は、長径305×短径165×深70（110）

㎝。方位はN83°W。ほぼ東西に長軸に持つ土坑で

ある。逆茂木を打設または埋め込んだと推定される

小ピットが14箇所見られた。遺物は確認できず、時

期については不詳。縄文時代から古代までの可能性

が考えられる。

遺　物 なし

時　期 縄文時代？
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第220図　20区 陥穴全体図（21・23・223号土坑）

１　特筆すべき土坑



（３）竪穴遺構

横壁中村遺跡には、20区北側と30区に中世の館

跡や中世の土坑が確認できる。ここで扱う竪穴遺構

も中世に比定できるだろう、平面方形を呈する竪穴

状の土坑であり、すべて20区北側と30区で検出さ

れている。

本遺跡で竪穴遺構の可能性が高い土坑は５基を数

える。大半が、200～250㎝ほどの方形を呈する。

深さは30㎝前後と比較的浅い。すべて中世の館跡周

辺で検出されており、館跡との関連も考えられる。

５基のうち、20区32号土坑以外には中世の遺物

が見られない。平面形状や遺構覆土から現場で判断

したか、あるいはその後の検討から竪穴遺構とした

土坑である。

ここでは、遺物が出土した20

区32号土坑について、その詳細

を記していく。

20区32号土坑

位　置 S－23

重　複 なし

遺　構 平面形状は方形、断面形状は円筒状を呈す

る。規模は、長径226×短径201㎝。深さは36（55）

㎝と比較的浅い。方位はN16°Ｅ。壁付近に、柱穴

と思われる遺構が２基検出されている。

遺　物 内耳土器と思われる口縁部片１点。

時　期 中世
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第221図　20区 223号土坑（陥穴）
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20区 223号土坑全景（南から）

20区 223号土坑
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第222図　竪穴遺構全体図、20区 32号土坑（竪穴遺構）

20区 32号土坑

竪穴遺構全体図（20区 ３・28・32・33号土坑、30区 ４号土坑）

１　特筆すべき土坑

20区 32号土坑全景（南から）



（４）特殊な土坑

ここでは、本遺跡で検出された類例の少ない特殊

な土坑２基について、その詳細を記していく。

20区13号土坑

位　置 P－23

重　複 なし

遺　構 平面形状は長方形、断面形状は円筒状を呈

する。規模は、長径85×短径55×深30㎝。方位は

N８°W。小型の土師器皿（かわらけ）と馬歯、内

耳土器と思われる底部片を台形状に成形したものが

出土している。ウマの歯は咬合した状況で検出され

ており、土坑の大きさから考えてもウマの頭部が埋

められていた可能性がある。また、吾妻地域では数

少ない土師器皿の出土や底部片を転用した土器片も

見られるなど、特殊な目的を持った土坑と考えてい

る。20区で検出された中世の館跡に隣接する位置で

出土しており、館跡との関連も考えられる。本遺跡

からは同様の遺構出土例はない。

遺　物 小型の土師器皿（かわらけ）１点が出土。

ほぼ完形である。共伴する遺物に、内耳土器と思わ

れる底部片を転用したものが１点、馬歯とともに出

土している。

本遺跡も含め、吾妻地域における土師器皿の出土

例は少なく、出土した土師器皿の時期比定は難しい。

内耳土器と思われる底部片の共伴が、その手がかり

になるものと考えている。

時　期 中世

19区156号土坑

位　置 U－18

重　複 19区143号土坑

遺　構 平面形状は円形。断面形状は円筒状か。規

模は、長径52×短径45×深49（54）㎝。土坑底部

に段が見られるが、そこに曲物が据えられたように

検出された。しかし、掘り方は未確認であるため、

正確な断面形状は不詳。

土坑内に据えられていた曲物の中には、寛永通寶

を中心に362枚の銭が数本の銭緡状に収められてい

たと考えられる。土坑の上に何かしらの施設があっ

たことも想定できるが、調査時には確認されていな

い。本遺跡からは同様の遺構出土例はない。
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20区 13号土坑遺物出土状況（東から）

20区 13号土坑
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第224図　19区 156号土坑（１）

１　特筆すべき土坑

19区 156号土坑全景（東から）19区 156号土坑

19区 156号土坑銭出土状況（北から）

19区 156号土坑銭出土状況（１）

銭出土状況（２） 銭出土状況（３）



遺　物 曲物の底板はやや歪んだ円形を呈する。底

板には銭の痕跡が明瞭に残っていた（第80図156土

－１網掛け、第225図）。曲物の中には、寛永通寶

を中心に362枚の銭が銭緡状で検出された。銭の総

数や出土状況から考え、凡そ４本の銭緡状に収めら

れていたと思われる。銭緡１本の平均枚数は、90～

91枚ほどであろうか。ただし、緡紐も検出されたが、

確認できた結び目は２ヵ所のみであった。（第80図、

第225図）。結び目の確認できた銭緡については、結

び目から遺物番号を付している。曲物には蓋がして

あった様だが、遺存状態が悪く遺物としては取り上

げていない。

出土した銭の構成は、所謂「古寛永」が310枚（全

体の85.64％）、「新寛永」の文銭が44枚（12.15％）

である。文銭以外の新寛永は確認できない。出土し

た文銭には、殆ど摩滅が見られなかった。古寛永が

８割以上を占め、文銭以外の新寛永が見られない状

況も考え併せると、本土坑は、文銭鋳造とされる

1668～1683年に近い時期の可能性が高いと考えら

れる。

銭緡の寛永通寶の間には、明銭や北宋銭が８枚

（2.21％）含まれていた（224図）。これは、17世

紀後半頃、横壁中村遺跡周辺では、寛永通宝と同様

に、一文銭として明銭や北宋銭が数％使用されてい

たことを示す事例だと考えている。

時　期 近世（17世紀後半）
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第225図　19区 156号土坑（２）

19区 156号土坑 No.32 銭緡の結び目 19区 156号土坑 No.31 銭緡の結び目
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19区 156号土坑No.１　曲物



（５）住居に関連する土坑

今回の整理作業で検討した結果、住居柱穴などの

可能性が考えられる土坑が89基確認できた。本項

では、これらの土坑のうち、既に報告された住居に

関わる土坑29基について述べていく。そのほかの土

坑については、土坑一覧表を参照していただきたい。

ここで報告する土坑の成果は、調査現場で確認で

きない状況で検討した成果であり、不確定な要素を

多分に含んでいる。また、報告する土坑以外にも、

住居に関わる土坑の存在も考えられる。今後の整理

作業の中でも、引き続き検討したい。

ここでは、住居と土坑を重ねた平面図、断面図を

各住居ごとに提示し、住居と関わる土坑の概要を述

べていく。土層注記などは改めて掲載しないが、ご

了承願いたい。
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第226図　18区 ８号住居・30号住居（16号土坑）

１　特筆すべき土坑



18区８号住居

位　置 X－23

遺　構 北側を７号住居で失う。形状は不明瞭だが、

直径は７ｍほどか。ほぼ中央に、大形の扁平な礫４

石を用いた石囲炉を持つ。南東壁付近の１ヵ所で埋

甕も検出した。壁、柱穴は検出できなかった。詳細

は、横壁中村遺跡第３集を参照していただきたい。

30区16号土坑（埋甕）は、本住居に伴う埋甕では

ないと判断し、新たに30号住居を認定した。

時期は加曽利Ｅ３式期中段階。

18区30号住居（16号土坑）

位　置 X－23

遺　構 ８号住居の埋甕と考えられていた16号土坑

を、住居の炉として考え、新たに18区30号住居を

認定した。直径５ｍほどか。柱穴、壁面は不詳。

16号土坑に見られる縄文土器は、横壁中村遺跡第

３集に掲載されているので参照していただきたい。

時期は加曽利Ｅ３式期。

18区24号住居（229･230･232･234･237号土坑）

位　置 J－11

遺　構 全体の形状は不明瞭だが、直径4.4mのや
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第227図　18区 24号住居（229・230・232・234・237号土坑）

第４章　調査の成果とまとめ



や不整の円形を呈する住居だと思われる。中央に扁

平な礫４石を用いた石囲炉を持つ。炉西側には埋甕

も検出。柱穴は８基検出された。壁、周溝は検出で

きなかった。詳細は横壁中村遺跡第４集を参照して

いただきたい。

時期は加曽利Ｅ３式期。

229・230・232・234・237号土坑は、住居柱

穴の可能性が考えられる。232号土坑は柱３の掘り

直しか。230号土坑は住居中央に近く、柱穴以外の

可能性も考えられる。

19区22号住居（51・52・54号土坑）

位　置 Y－19

遺　構 北半は削平されているが、直径5.1ｍほど
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第228図　19区 22号住居（51・52・54号）

１　特筆すべき土坑



の円形を呈する住居だと思われる。住居ほぼ中央に、

扁平な礫を用いた石囲炉を持つ。壁高は、残存状況

の良い場所で20㎝。柱穴は８基検出された。詳細

は、横壁中村遺跡第３集を参照していただきたい。

時期は加曽利Ｅ３式期中段階。

51・52・54号土坑は、住居柱穴の可能性が考え

られる。

19区41号住居（148～154・159号土坑）

位　置 U－15

遺　構 直径5.1ｍほどの円形を呈する。傾斜地に

立地。住居ほぼ中央に扁平な円礫を用いた石囲炉を

持つ。壁高は残存状況の良い場所で35㎝。柱穴３基

が検出された。詳細は、横壁中村遺跡第３集を参照

していただきたい。

時期は加曽利Ｅ２式期併行段階。

148～154・159号土坑は、住居柱穴の可能性が

考えられる。住居範囲も、やや広がるか。
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第229図　19区 41号住居（148～154・159号土坑）
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19区51号住居（329号土坑）

位　置 Y－16

遺　構 焼土と柱穴が検出されたことから住居と認

定。直径3.9ｍほどの円形を呈する住居だと思われ

る。中央で確認できた焼土が炉の痕跡と思われる。

推定される北壁付近で埋甕を検出した。壁高は残存

状況の良い場所で25㎝。詳細は、横壁中村遺跡第３

集を参照していただきたい。

時期は加曽利Ｅ３式期か。

329号土坑は、住居柱穴の可能性が考えられる。
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第230図　19区 51号住居（329号土坑）

１　特筆すべき土坑



20区６号住居（40～43・70号土坑）

位　置 S－20

遺　構 覆土中に多量の礫と土器を含む。長軸

5.05m、短軸4.9mのほぼ円形を呈する。中央より

やや北側に、長方形の石囲炉を持つ。柱穴は確認で

きない。詳細は、横壁中村遺跡第２集を参照してい

ただきたい。

時期は加曽利Ｅ２式期新段階。

40～43・70号土坑は、住居柱穴の可能性が考え

られる。但し、42号土坑については、６号住居に

重複する18号住居の炉になる可能性も考えられる。

20区12号住居（67・77号土坑）

位　置 Q－18

遺　構 遺物出土状況から、直径4.5～4.7ｍほどの

円形を呈する住居と思われる。ほぼ中央に、長方形

石囲炉を持つ。柱穴は３本検出された。明確な壁は

確認できない。詳細は、横壁中村遺跡第２集を参照

していただきたい。

時期は加曽利Ｅ１式期新段階。

67・77号土坑は、住居柱穴の可能性が考えられ

る。
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第231図　20区 ６号住居（40～43・70号土坑）
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第232図　20区 12号住居（67・77号土坑）・21号住居（61・64号土坑）

20区 12号住居（67・77号土坑）

１　特筆すべき土坑

20区 21号住居（61・64号土坑）



20区21号住居（61・64号土坑）

位　置 R－20

遺　構 直径4.1ｍほどの円形を呈する住居だと思

われる。土器埋設円形石囲炉を持つ。柱穴は９本検

出された。詳細は、横壁中村遺跡第２集を参照して

いただきたい。

時期は加曽利Ｅ３式期中段階。

61・64号土坑は、住居柱穴の可能性が考えられる。

28区４号住居（３号土坑）

位　置 Ｉ－３

遺　構 形状は不明瞭であるが、直径６ｍほどの円

形を呈するものと思われる。中央で焼土の集中が確

認され、これが炉に相当すると思われる。柱穴は３

基検出された。炉の南2.5ｍには埋甕を伴う。壁、

周溝は確認できない。詳細は、横壁中村遺跡第４集

を参照していただきたい。
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第233図　28区 ４号住居（３号土坑）
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時期は加曽利Ｅ３式期。

３号土坑は、住居柱穴の可能性が考えられる。

29区15号住居（８号土坑）

位　置 D－15

遺　構 推定直径3.5ｍほどの円形を呈する住居だ

と思われる。住居中央に、板状の礫を用いた石囲炉

を持つ。壁高は残存状況の良い場所で18㎝。柱穴は

４基検出された。詳細は、横壁中村遺跡第３集を参

照していただきたい。

時期は縄文時代中期。

８号土坑は、住居柱穴の可能性が考えられる。
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第234図　29区 15号住居（８号土坑）

１　特筆すべき土坑



M１ 

M１ 

M２ 

M２ 
M３ 

はじめに

横壁中村遺跡は、群馬県吾妻郡長野原町に所在す

る。今回報告する土坑は、八ッ場ダム建設に伴う発

掘調査で、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団により、

平成８（1996）年から同16（2004）年まで実施

された。

本遺跡では、住居及び土坑から主に縄文時代の焼

骨（獣骨）が多数検出されているが、今回は土坑出

土獣骨を報告する。これらの土坑は、18区・19区

・20区・29区・30区から検出されているが、土坑

出土焼骨は1㎝以下の破片がほとんどであるため、

そのほとんどが種及び部位の同定が不可能である。

以下に、同定可能な土坑出土獣骨を報告する。

１．20区13号土坑出土獣骨［中世］

（１）獣骨の出土状況：獣骨は、長径約85㎝・短径

約55㎝の長方形土坑の中央から出土している。

（２）獣骨の種：本獣骨の種は、同定の結果、ウマ

（Equus caballus）であると推定される。

（３）獣骨の出土部位：ウマの上下臼歯である。

（４）獣骨の個体数：出土歯には重複部位が認めら

れないため、個体数は１個体であると推定される。

（５）獣骨の性別：ウマの場合、性別は犬歯の有無

及び寛骨の形態で可能である。今回、このどちらも

検出されていないため、性別は不明である。

（６）獣骨の死亡年齢：ウマの上下臼歯を観察する

と、咬耗が認められない状態である。また、歯根も

完成していない状態である。しかしながら、臼歯は

咬合した状態であるので、死亡年齢は約3.5歳であ

ると推定される。

２．20区230号土坑出土獣骨［中近世］

（１）獣骨の出土状況：獣骨は、長径約80㎝・短径

約42㎝・深さ約16㎝の土坑の東側から出土してい

る。しかしながら、本土坑の西側は検出できなかっ

たため全容は不明である。

（２）獣骨の種：本獣骨の種は、同定の結果、ニホ

ンジカ（Cervus nippon）であると推定される。

（３）獣骨の出土部位：ニホンジカの下顎骨右で、

P４・M１・M２・M３が植立した状態である。

（４）獣骨の個体数：出土部位には重複部位が認め

られないため、個体数は１個体であると推定される。

（５）獣骨の性別：シカの場合、雌雄は角の有無で

判定できるが、今回、角が出土していないため性別

は不明である。

（６）獣骨の死亡年齢：歯の咬耗度を、大泰司（1980）

の図で参照すると、M１及びM２は、どちらも２の

状態であった。M３は、一部破損しているため確認

できない。これらにより、死亡年齢は、約8.5歳で

あると推定される。しかしながら、この歯の咬耗度

は地域や食物により異なり、さらに、オスの方がメ

スよりも咬耗の度合いが速いことが知られているの

で、目安にしかならない（高槻、1998）。
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横壁中村遺跡土坑出土獣骨
楢崎修一郎

図１. 20区13号土坑出土馬歯出土部位図

写真１. 20区13号土坑出土馬歯［頬側面観］



３．20区382号土坑出土獣骨［縄文時代］

（１）獣骨の出土状況：獣骨は、長軸約225㎝・短

軸約140㎝の楕円形土坑から出土している。

（２）獣骨の種：本獣骨の種は、同定の結果ニホン

イノシシ（Sus scrofa）であると推定される。

（３）獣骨の出土部位：イノシシの下顎骨左下顎頭

の破片である。獣骨は白色を呈し、焼かれた状態で

ある。恐らく、約900℃以上の被熱を受けたと推定

される。また、亀裂が認められるため、白骨化した

ものではなく、死体の状態で焼いたと推定される。

（４）獣骨の個体数：最小個体数は、１個体である。

（５）獣骨の性別：下顎頭のみでは、性別の判定は

困難であるため、獣骨の性別は不明である。

（６）獣骨の死亡年齢：下顎頭のみであるので、死

亡年齢は不明である。しかしながら、成獣であると

推定される。

４．29区３号土坑出土獣骨［縄文時代］

（１）獣骨の出土状況：獣骨は、長軸約125㎝・短

軸約65㎝の楕円形土坑から出土している。

（２）獣骨の種：本獣骨の種は、同定の結果、ニホ

ンジカ（Cervus nippon）とニホンイノシシ（Sus

scrofa）であると推定される。

（３）獣骨の出土部位

獣骨は白色を呈し、焼かれた状態である。恐らく、

約900℃以上の被熱を受けたと推定される。また、

亀裂が認められるため、白骨化したものではなく、

死体の状態で焼いたと推定される。

①ニホンジカ：ニホンジカの右上腕骨遠位端片・右

橈骨近位端片・右大腿骨遠位端片が認められた。

②ニホンイノシシ：ニホンイノシシの左頭頂骨片が

認められた。

（４）獣骨の個体数

①ニホンジカ：最小個体数は、２個体である。

②ニホンイノシシ：最小個体数は、１個体である。
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写真２. 20区230号土坑出土ニホンジカの右下顎歯

［上：頬側面観, 下：咬合面観］

図２. 20区230号土坑出土ニホンジカの右下顎歯

出土部位図（松井, 2006を改変）

写真３. 20区382号土坑出土ニホンイノシシの左下顎頭

［頬側面観］

図３. 20区382号土坑出土ニホンイノシシの左下顎頭出土

部位図（松井, 2006を改変）



（５）獣骨の性別

①ニホンジカ：ニホンジカの場合、角の有無で性別

推定が可能であるが、今回はその部位が出土してい

ないため、性別は不明である。

②ニホンイノシシ：ニホンイノシシの場合、変異が

大きいため、今回は性別は不明である。

（６）獣骨の死亡年齢

①ニホンジカ：上腕骨及び橈骨は、破損しているた

め、骨端線の癒合が完了しているかどうかは確認で

きなかった。恐らく、成獣であると推定される。し

かしながら、大腿骨は骨端線が明らかに癒合してい

ない状態である。したがって、死亡年齢は約３歳以

下の若年個体であると推定される。

②ニホンイノシシ：頭頂骨片の冠状縫合は癒合して

いない状態である。したがって、死亡年齢は約３歳

以下の若年個体であると推定される。
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右上腕骨 

右橈骨 
右大腿骨 

図４. 29区3号土坑出土ニホンジカの全身骨格部位図

（八谷・大泰司, 1994を改変）

写真５. 29区３号土坑出土ニホンジカの右橈骨近位端

写真６. 29区３号土坑出土ニホンジカの右大腿骨遠位端

写真７. 29区３号土坑出土ニホンイノシシの左頭頂骨

写真４. 29区３号土坑出土ニホンジカの右上腕骨遠位端

図５. 29区３号土坑出土ニホンイノシシの

頭蓋骨出土部位図（松井, 2006を改変）
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５．29区33号土坑出土獣骨［縄文時代］

同一個体と推定される、ニホンジカ（Cervus

nippon）の脊椎骨の焼骨が数点検出されている。椎

頭部は、まだ癒合が完了していないので、約３歳以

下であると推定される。獣骨は白色を呈しており、

亀裂・歪み・捻れが認められるため、死体の状態で

約900℃以上の被熱を受けたと推定される。

６．30区18号土坑出土獣骨［縄文時代］

ニホンイノシシ（Sus scrofa）の中手骨の焼骨が

同定された。頭部は、まだ癒合が完了していないの

で、約３歳以下であると推定される。白色を呈して

いるため、約900℃以上の被熱を受けたと推定され

る。

まとめ

横壁中村遺跡の土坑より、馬・ニホンジカ・ニホ

ンイノシシを中心とした獣骨が出土した。この内、

20区382号土坑・29区３号土坑及び33号土坑・30

区18号土坑からは、縄文時代後晩期のニホンジカや

ニホンイノシシの焼骨が出土している。

縄文時代後晩期の東日本の遺跡からは、イノシシ

及びシカを中心とした獣骨の焼骨が出土することが

知られている。これらの事例として、道平遺跡［福

島県]（茂原他，1983）・乙女不動原北浦遺跡［栃木

県］（茂原他，1982）・元屋敷遺跡［新潟県］（富岡

・浅利，2002）・郷土遺跡［長野県］（金子，1990b）

・円光房遺跡［長野県］（金子，1990a）・金生遺跡

［山梨県］（金子，1989）・原ヶ谷戸遺跡［埼玉県］

（宮崎，1993）・なすな原遺跡［東京都］（金子，

1984）等がある。

群馬県においては、千網谷戸遺跡［桐生市］（宮

崎，1978）・矢島遺跡［明和町］（宮崎，1991）・

矢瀬遺跡［みなかみ町］（宮崎，2005）等の遺跡が

有名である。

これらの解釈として、再葬（阿部，2004）・火と

浄め（金子，1984）・狩猟儀礼（新津，1985）・骨

髄食と住居火災（宮崎，1980）が考えられている。

縄文後晩期は、気候変動に伴い、遺跡数及び人口の

減少がもたらされた時代であると考えられている。

獣骨に成獣が少なく、幼獣が多いことは、狩猟圧に

伴い、幼獣まで狩猟しなければならなかったのか、

あるいは、儀礼のために幼獣をわざわざ選択したの

かのどちらかであると推定される。
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３　まとめ

ここでは、本報告書を纏める中で得られた成果や

課題について述べていく。

横壁中村遺跡は縄文時代中期後半から後期前半を

中心とする大規模集落である。今回報告する土坑も、

半数以上は縄文時代に比定された。また、多数の縄

文時代の土坑の中には、柱穴や墓坑、埋設土器など

の可能性があるものも確認できた。これら、遺構検

討の結果得られた成果は、横壁中村遺跡における縄

文時代の集落構成を考える上でも重要な成果であろ

う。反面、本来現場で検証すべき遺構の課題につい

て検討した結果であるため、確認する術は少なく、

不確定な要素を多分に含んでいる。未整理の遺構も

数多く残されている状況を考えると、ほかの遺構と

土坑との関係については、今後も検討すべき課題と

言える。

縄文時代に比定された土坑では、柱穴となるだろ

う土坑も数多くあった。それら柱穴の中から、新た

に縄文時代の掘立柱建物１棟を認定することができ

た。ほかにも土坑間での遺物接合関係が確認でき、

今後さらに掘立柱建物や柵列の様な存在が明らかに

なるかも知れない。住居に関連するだろう土坑につ

いても89基確認できた。しかし、未整理の住居も多

数あり、土坑一覧表に記載した内容が、今後の検討

の結果変更となることも十分考えられる。30区13

号土坑では軽石層を検出した。１～２㎜の軽石層の

下に５㎜ほどの灰白色アッシュを確認している。軽

石層下からは、加曽利Ｅ３式土器の出土が確認され

るなど興味深い遺構である。

縄文時代の遺物には、吾妻地域と長野県や新潟県

地域との結びつきや、盛んに交流が行われていた本

地域の様相を示すものが数多い。また、特殊な縄文

土器も出土している。20区551号土坑で出土した壺

型土器（No1・2）は、焼成前に肩部付近で切断し、

その後に焼成した縄文後期の土器である。東北北部

に類例はあるが、明らかに成形後に切断している例

は関東では珍しく数例のみである。

本遺跡における中世以降の様相も、少しずつ明ら

かになってきている。19区中央には、新たな掘立柱

建物が２棟認定でき、竪穴遺構や特殊な土坑ととも

に、本遺跡における多様な中世の様相を示している。

中世以降の本遺跡を語る上でも重要な成果と言える

だろう。

今回報告する土坑の中でも、20区13号土坑、19区

156号土坑は特徴的な土坑である。20区13号土坑

は中世の館跡に隣接する位置で検出され、馬歯、小

型の土師器皿（かわらけ）、内耳土器と思われる底部

片の転用品が出土した。馬歯の出土状況から、土坑

内にウマの頭部が埋められていた可能性も考えられ

る。底部片を台形状に成形した転用品は、用途も含

め不詳。不明瞭な部分を多分に含む土坑だが、呪術

的なことが行われていた可能性が考えられる。また、

小型の土師器皿は、内耳土器との共伴関係から時期

を比定できるかもしれない。判然としない吾妻地域

の中世在地土器編年に資するものと考えている。

19区156号土坑では、寛永通宝354枚に混じり明

銭や北宋銭が８枚確認できた。近世においても、渡

来銭が寛永通寶と同様に、一文銭として数％流通し

ていたことを示す事例と言える。ただし、出土した

銭はすべて完形品に近く、さらに多くの渡来銭が流

通していた可能性もあるだろう。また、渡来銭は、

銭緡の端にはなく銭緡の中に混在していた。全体か

ら見れば２％ほどと数も少なく不明瞭な部分は多い

が、寛永通宝の中に明銭や北宋銭が隠され、銭緡の

数あわせのように使用されていた可能性も考えられ

る。

中世では、20区45号土坑で古瀬戸後Ⅳ期古段階

の縁釉小皿が１点出土している。今回報告する以外

にも、中世瀬戸・美濃産陶器は十数点出土している。

山間にある吾妻地域の交流は中世においても活発で

あったことが伺える。今回報告する遺物には、内耳

土器と思われる土器片も数点ある。内耳部分が無く、

小破片も多いため判然としないが、所謂「信濃型」

の内耳土器の可能性があり、吾妻地域と長野県地域

との結びつきや交流が、中世においても盛んであっ

たことを示すものだと考えている。
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遺 跡 名  

所在地ふりがな 

遺跡所在地 

市町村コード 

遺跡番号 

  北緯（日本測地系） 

  東経（日本測地系） 

  北緯（世界測地系） 

  東経（世界測地系） 

調査期間 

調査面積 

調査原因 

種　　別 

主な時代 

遺跡概要 

 

特記事項 

よこかべなかむらいせきかっころくどこうへん 

横壁中村遺跡（６）　土坑編 

八ッ場ダム建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書　 

20 

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書 

436 

黒澤照弘 

財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団 

財団法人　群馬県埋蔵文化財調査事業団 

20080325  

21005 

377－8555 

0279－52－2511 

群馬県渋川市北橘町下箱田784－2 

よこかべなかむらいせき 

横壁中村遺跡 

ぐんまけんあがつまぐんながのはらまちおおあざよこかべ 

群馬県吾妻郡長野原町大字横壁 

10424 

24 

363210 

1384025 

363221 

1384013 

19960401－20061231 

30000 

ダム建設 

集落 

縄文／弥生／平安／中世／近世 

縄文－土坑528－縄文土器＋石器／弥生－土坑４＋弥生土器／平安－土坑２／

中世以降－土坑472＋陶磁器＋金属製品＋銭 

縄文時代中期から後期までの拠点的な集落。縄文から近世までの土坑、1,006

基を検出。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

抄　　　　　　　録 

327


	表紙
	大扉
	口絵
	序
	例言
	凡例
	目次
	挿図目次
	図版目次
	表目次
	第１章　調査の方法と経過
	第１節　調査に至る経緯
	第２節　調査の経過
	第３節　調査の方法

	第２章　遺跡の環境
	第１節　地理的環境
	第２節　歴史的環境

	第３章発見された遺構と遺物
	第１節　遺跡の概要
	第２節　基本土層
	第３節　土　坑
	１　各時代の土坑
	（１）縄文時代の土坑
	（２）弥生～平安時代
	（３）中世以降

	２　各区の土坑
	（１）18区の土坑
	（２）19区の土坑
	（３）20区の土坑
	（４）28区の土坑
	（５）29区の土坑
	（６）30区の土坑



	第４章　調査の成果とまとめ
	１　特筆すべき土坑
	（１）墓坑
	（２）陥穴
	（３）竪穴遺構
	（４）特殊な土坑
	（５）住居に関連する土坑

	横壁中村遺跡土坑出土獣骨
	１．20区13号土坑出土獣骨［中世］
	２．20区230号土坑出土獣骨［中近世］
	３．20区382号土坑出土獣骨［縄文時代］
	４．29区３号土坑出土獣骨［縄文時代］
	５．29区33号土坑出土獣骨［縄文時代］
	６．30区18号土坑出土獣骨［縄文時代］

	３　まとめ

	遺物観察表
	抄録
	写真図版
	奥付
	裏表紙
	付図
	付図1　横壁中村遺跡土坑全体図　縄文前期〜中期
	付図2　横壁中村遺跡土坑全体図　縄文後期
	付図3　横壁中村遺跡土坑全体図　中世以降
	付図4　横壁中村遺跡土坑全体図




